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若
桜
町
営
バ
ス
の
出
発
式
が
４
月
１
日
に
若
桜
町

営
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
、
町
関
係
者
な
ど

人
が
出
席
し
、
小

40

林
町
長
が
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
親
し
ま
れ
る
お

に
っ
子
バ
ス
に
し
た
い
。た
く
さ
ん
の
人
に
利
用
し
て

ほ
し
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
鳥
取
県
八
頭
総
合
事
務

所
長
な
ど
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。テ
ー
プ
カ
ッ

ト
し
た
後
、安
全
運
転
を
願
っ
て
バ
ス
乗
務
員
へ
花
束

を
贈
呈
し
、
午
前
９
時

分
発
落
折
・
吉
川
行
き
の
バ

21

ス
を
見
送
り
ま
し
た
。

お
に
っ
子
バ
ス
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
発
着
し
、バ

ス
２
台
に
よ
り
２
路
線
（

米
線
、
落
折
・
吉
川
線
）

を
運
行
し
ま
す
。
ま
た
諸
鹿
線
は
N
P
O
法
人
ゆ
い

ま
ぁ
る
が
過
疎
地
有
償
運
送
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
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運
営
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運
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が
ス
タ
ー
ト

安全運転を願って花束贈安全運転を願って花束贈呈呈

本
年
４
月
よ
り
児
童
手
当
に
か
わ

り
、
子
ど
も
手
当
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会

全
体
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。

支
給
対
象

中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も

手
当
の
額

子
ど
も
一
人
に
つ
き
、
月

額
１
万
３
千
円

支
払
い
月

６
月
、
月
、２
月

10

所
得
制
限

あ
り
ま
せ
ん

支
給
を
受
け
る
た
め
の

手
続
き
に
つ
い
て

児
童
手
当
を受

給
し
て
い
た
保
護
者
の
方

本
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
た
方
は
、
基
本
的
に
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象

と
な
る
子
ど
も
（
中
学
２
年
生
と
３
年

生
）
が
い
ら
し
ゃ
る
場
合
に
は
、
額
改
定

請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

４
月
以
降
に
住
所
の
変
更
を
さ
れ
た

方
は
、
新
た
に
転
居
先
の
市
町
村
で
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

児児
童
手
当

児
童
手
当
をを

受
給
し
て
い
な
か
っ
た
保
護
者
の

受
給
し
て
い
な
か
っ
た
保
護
者
の
方方

本
年
３
月
末
現
在
、
児
童
手
当
を

本
年
３
月
末
現
在
、
児
童
手
当
を
受受

給
し
て
い
な
か
っ
た
方
で
、
子
ど
も

給
し
て
い
な
か
っ
た
方
で
、
子
ど
も
手手

当
の
支
給
対
象
と
な
る
中
学
校
修
了

当
の
支
給
対
象
と
な
る
中
学
校
修
了
前前

ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方方

は
、認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

は
、認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
４
月
下
旬
に
手
続
き
の
必
要
な
保
護

者
の
方
に
、
お
知
ら
せ
と
請
求
書
を
送

付
し
ま
し
た
。
６
月
に
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
、
５
月

日
（
月
）
ま
で
に

17

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
請
求
に
必
要
な
も
の

煙
印
鑑

煙
健
康
保
険
証
の
写
し
ま
た
は
年
金
加

入
証
明
書

煙
振
込
先
の
銀
行
口
座
通
帳
（
請
求
者

名
義
の
も
の
）

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も

22

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
平
成
22

年
９
月

日
ま
で
の
申
請
が
必
要
と
な

30

り
ま
す
。
子
ど
も
手
当
は
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
請
求
の
手
続
き
を
し
な
い
と

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 緯緯緯

問い合わせ
町民福祉課

（82）2233

子子
ど
も
手
当
に
つ
い

子
ど
も
手
当
に
つ
い
てて

落折・吉川行きバ落折・吉川行きバスス

▲▲ＮＮＰＰＯＯ法法人人
ゆいまぁるゆいまぁるのの
車車輌輌

▲若桜町▲若桜町営営
バスターミナバスターミナルル
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熱心に協議中の小中学校合同研修会
（22年４月２日）
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若
桜
町
立
小
中
一
貫
校
の
設
立
に
向
け
ててててててててててててててててててててて

若
桜
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

年
24

度
の
小
中
一
貫
校
設
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
平
成

年
４
月

22

よ
り
本
格
的
に
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
現

中
学
校
の
敷
地
内
に
校
舎
を
増
築
し
、
小

学
生
と
中
学
生
が
と
も
に
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
昨
年
度
ま

で
設
け
て
い
ま
し
た
「
若
桜
町
小
中
一
貫

教
育
検
討
委
員
会
」
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

「
若
桜
町
立
小
中
一
貫
校
設
立
委
員
会
」

と
し
て
、
多
く
の
部
会
を
組
織
し
具
体
的

な
事
柄
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
若

桜
町
教
育
委
員
会
が
昨
年
開
催
し
ま
し

た
「
若
桜
町
の
教
育
を
考
え
る
会
」「
小

中
一
貫
校
説
明
会
」
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

の
説
明
会
な
ど
で
出
さ
れ
た
意
見
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
な
ど
も
今
後
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
小
学

校
、
中
学
校
に
は
「
小
中
一
貫
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
校
務
分
掌
に
位
置
づ
け
、

様
々
な
準
備
の
実
務
に
当
た
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
学
校
と
中
学
校
と
も
に
小

中
一
貫
教
育
研
究
指
定
校
と
し
ま
す
。
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合
納
付
金
を

万
９
千
円
追
加

63

し
ま
し
た
。

梢三

平
成

年
度
若
桜
町
住
宅

21

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

既
定
予
算
に
２
万
３
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

歳
入
に
お
い
て
貸
付
金
元
利

収
入
を
２
万
３
千
円
追
加
し

て
、
歳
出
に
お
い
て
繰
出
金
を

２
万
３
千
円
追
加
し
ま
し
た
。

梢四

若
桜
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
な
ど
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
、
並
び
に
全
期
前
納
報
奨

金
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

梢五

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

梢六

若
桜
町
国
民
健
康
保
険
税

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会

をををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開

議
会
を
開
催催催催催催催催催催催催催催催

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
な
ど
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

し
ま
し
た
。

●
平
成

年
度
若
桜
町
一
般

22

会
計
補
正
予
算

既
定
予
算
の
総
額
に
８
街

４
０

９
万
９
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
ま
し
て

は
、
国
県
支
出
金
で
地
域
活
力
基

盤
創
造
交
付
金
１
街

１
９
０
万

円
、
森
林
保
全
総
合
対
策
事
業
補

助
金
２
街

０
２
４
万
７
千
円
、
作

業
道
新
設
改
良
事
業
補
助
金
１
街

０
８
８
万
６
千
円
、
と
っ
と
り
学

力
向
上
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付

金
２
７
０
万
３
千
円
、
財
産
収
入

で
町
有
林
売
却
代
金
６
０
０
万

円
、
過
疎
対
策
事
業
債
６
５
０
万

円
な
ど
、
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
ま
し
て

は
、
国
際
交
流
事
業
費
４
０
８
万

９
千
円
、
特
別
医
療
費
支
給
事
業

費
５
６
７
万
９
千
円
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
費
５
９
１
万
９
千

第
２
回
議
会
臨
時
会
が
４
月

・

日
に
開
催
さ
れ
、

年
度

22

23

22

一
般
会
計
補
正
予
算（
肉
付
予
算
）

を
は
じ
め
と
す
る
議
案
が
審
議
さ

れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
専
決
処
分
の
承
認

梢一

平
成

年
度
若
桜
町
一
般

21

会
計
補
正
予
算

既
定
予
算
に
１
億
９
２
３
万

９
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

歳
入
で
地
方
交
付
税
を
１
億

９
２
１
万
６
千
円
追
加
し
、
歳

出
に
お
い
て
財
政
調
整
基
金
積

立
金
を
１
億
７
０
０
万
円
追
加

す
る
等
の
補
正
を
行
い
ま
し

た
。

梢二

平
成

年
度
若
桜
町
後
期

21

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
既
定
予
算
に

万
９
千
円
を

63

追
加
し
ま
し
た
。

歳
入
で
、
保
険
料
を

万
９

63

千
円
追
加
し
て
、
歳
出
に
お
い

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

提提案説明する町提案説明する町長長

予
算
関
係

平平成22年5平成22年5月月５

工事期間
落札金額

消費税含む（円）
落札業者名工事箇所工 事 名

H22.2.13～H22.3.255,197,500㈲開拓大炊ほかわかさ氷ノ山入口看板設置工事

H22.2.13～H22.3.2923,100,000㈲瀬戸商店若桜町営バス待合所及び車庫新築工事

H22.1.9～H22.3.256,499,500㈲宮本組落折林道家ノ谷線落石防止網設置工事

H22.2.9～H22.3.3113,860,000八頭土木建築㈲糸白見糸白見地区簡易水道配水管布設替工事

若桜町公共事業入札結果 １月～３月入札結果（300万円以上）

工事

業務期間
落札金額

消費税含む（円）
落札業者名業務箇所業 務 名

H22.2.17～H22.3.304,830,000㈱ウエスコ鳥取支社高野町道高野２号線拡幅改良測量設計業務委託

H22.4.7～H23.3.1860,900,000㈱イ・エス・エス全域若桜町情報通信基盤整備事業調査設計監理委託業務

業務

若桜町が行った公共事業（平成22年１月１日から平成22年３月31日までに入札したもので、
１件300万円以上を対象）の入札結果をお知らせします。前回までは、１件100万円以上を掲
載しましたが、今回から300万円以上を掲載することとします。
なお、落札金額は消費税込みの金額です。

円
、子
宮
頸
が
ん
予
防
費

万
５
千
円
、
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森
林
整
備
事
業
費
２
街

６
２
９
万
９
千

円
、
作
業
道
新
設
改
良
事
業
費
１
街

９

９
１
万
３
千
円
、
若
桜
材
需
要
拡
大
推

進
事
業
費
２
６
０
万
円
、
観
光
事
業

費
１
街

０
６
８
万
１
千
円
、
町
道
新
設

改
良
事
業
費
１
街

７
８
３
万
３
千
円
、

学
力
向
上
支
援
事
業
費
１
６
４
万
９
千

円
、
私
立
幼
稚
園
運
営
費
６
３
２
万
９

千
円
な
ど
、
で
あ
り
ま
す
。

●
平
成

年
度
若
桜
町
国
民
健
康

22

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
予
算
の
総
額
に
１
９
７
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

歳
出
で
保
健
事
業
費
を
１
９
７
万
円

追
加
し
、
歳
入
に
お
い
て
一
般
会
計
繰

入
金
を
同
額
の
１
９
７
万
円
追
加
し
ま

し
た
。

●
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

既
定
予
算
の
総
額
に
１
街
５
７
８
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

歳
出
で
若
桜
簡
水
拡
張
改
良
事
業
費

を
１
街

５
８
４
万
３
千
円
追
加
し
、
歳

入
に
お
い
て
国
庫
補
助
金
、
町
債
で
措

置
し
ま
し
た
。

●
若
桜
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
及
び
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
即
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
・
機
能
的
に
展
開

す
る
た
め
、
現
行
の
各
課
の
業
務
内
容

及
び
業
務
量
を
精
査
し
た
上
で
、
組
織

機
構
の
見
直
し
を
す
る
も
の
で
す
。

●
若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

統
括
監
の
職
を
廃
止
し
、
本
条
例
の

級
別
職
務
分
類
表
の
一
部
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

●
若
桜
町
大
学
等
奨
学
資
金
貸
与

条
例
の
一
部
改
正

若
桜
町
奨
学
資
金
給
付
条
例
を
廃
止

す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
若
桜
町
奨
学
資
金
給
付
条
例
の

廃
止高

校
授
業
料
無
償
化
に
伴
い
、
本
条

例
を
廃
止
し
た
も
の
で
す
。

条
例
関
係
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若
桜
町
の
活
性
化
を
推
進
す
る

た
め
、
人
材
育
成
・
村
お
こ
し
事

業
を
今
年
も
行
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
を
元
気
に
楽
し
く

す
る
、
あ
な
た
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

実
施
方
法

広
く
町
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審

査
の
上
、
６
月
下
旬
に
事
業
の
採

択
を
決
定
し
応
募
者
に
通
知
し
ま

す
。

応
募
資
格

若
桜
町
に
住
所
を
有
す
る

歳
18

以
上
の
個
人
ま
た
は
、
主
に
若
桜

町
に
住
所
を
有
し
、

歳
以
上
の

18

者
が
代
表
者
と
な
り
構
成
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
及
び
集
落
。

○
目
的
を
持
っ
て
視
察
・
研
修
を

行
い
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
積
極
的
に
参

画
で
き
る
方
。

○
人
材
集
団
を
結
成
し
、
事
業
計

画
の
策
定
・
実
施
な
ど
に
自
主
的

に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
を

推
進
し
て
い
け
る
団
体
及
び
集

落
。

事
業
内
容

●
若
桜
町
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
育

成
・
人
材
育
成
支
援
事
業

①
人
材
集
団
育
成
事
業

町
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め

の
人
材
集
団
の
創
設
・
育
成
を
促

進
す
る
た
め
の
研
修
、
運
営
及
び

人
材
育
成
事
業
に
要
す
る
経
費
を

助
成
。

②
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
事
業

地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域

に
根
ざ
し
た
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
及
び
集

落
を
助
成
。

●
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
支
援
事
業

町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
経
費
、
町
外
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
経
費
を
助
成

（
町
外
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
イ
ベ

ン
ト
と
の
連
携
が
見
込
ま
れ
る
場

合
の
み
）

●
そ
の
他
の
事
業

町
人
材
育
成
基
金
運
営
委
員
会

に
お
い
て
特
に
地
域
の
振
興
に
資

す
る
と
認
め
ら
れ
た
事
業
を
助

成
。

募
集
期
限

５
月

日
（
月
）

31

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
緯
（

）
２
２
３
１

82

※
申
請
書
類
様
式
は
企
画
財
政
課

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.w
akasa.tot

tori.jp/dd.aspx?m
enuid=419

平
成

年
度
事
業
の
概
要

21
平
成

年
度
は
７
団
体
の
グ

21

ル
ー
プ
が
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
活
躍
に
も
期
待
し
ま
す
。

（
①
助
成
額
②
主
な
支
出
）

▼
日
本
一
大
幟
相
撲
大
会

日
本
一
大
幟
相
撲
大
会
を
開
催

し
、
集
落
の
活
性
化
及
び
伝
統
継

承
に
貢
献
。

（
①
９
万
７
千
円
②
大
会
運
営
費

な
ど
）

▼
つ
く
よ
ね
盆
踊
り
伝
承
会

つ
く
よ
ね
盆
踊
り
を
通
し
て
集

会
・
交
流
し
、
集
落
の
活
性
化
に

貢
献
。

（
①

万
円
②
ゆ
か
た
な
ど
購
入

21

費
）

▼
わ
か
さ
歴
史
資
料
研
究
会

町
内
に
現
存
す
る
俳
句
額
・
石

碑
な
ど
を
解
読
・
記
録
し
て
冊
子

を
刊
行
し
、
文
化
伝
承
に
貢
献
。

（
①

万
円
②
印
刷
製
本
費
）

40

▼
わ
か
さ
杉
板
か
る
た
の
会

町
内
の
名
所
・
歴
史
な
ど
を
題

材
に
、
い
ろ
は
か
る
た
を
作
成
・

競
技
し
、
若
桜
町
の
活
性
化
に
貢

献
。

（
①

万
円
②
材
料
費
な
ど
）

11

▼
小
船
活
性
化
事
業
部

炭
焼
・
そ
ば
づ
く
り
な
ど
の
村

づ
く
り
事
業
を
通
し
て
人
材
育
成

及
び
村
の
活
性
化
に
貢
献
。

（
①

万
５
千
円
②
事
業
費
な

15

ど
）

▼
赤
松
四
土
居

納
涼
祭
な
ど
、
地
域
活
動
を
行

い
、
住
民
融
和
・
地
域
活
性
化
に

貢
献
。

（
①

万
円
②
は
っ
ぴ
購
入
費
）

18

▼
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を

通
し
、
若
年
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
を
育
成
。

（
①

万
円
②
電
飾
購
入
費
な

20

ど
）

つくよね盆踊り伝承会
赤松四土居わかさ杉板かるたの会

煙
煙

煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙

煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙煙煙
煙

平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度

平
成

年
度

222222222222222222222222222222
人人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材材
育育育育育育育育育育育育育育
成成成成成成成成成成成成成成
・・・・・・・・・・・・・・
村村村村村村村村村村村村村村
おおおおおおおおおおおおおお
ここここここここここここここ
しししししししししししししし
事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業
募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集
中中中中中中中中中中中中中中

人
材
育
成
・
村
お
こ
し
事
業
募
集
中
！！！！！！！！！！！！！！！

平成22年5平成22年5月月７

若桜鉄道乗車運動にご協力を！！
２月の普通旅客人員は前年に比べて若干上回り、定期旅客は前年度を大きく下回ってしまったため、２月合計の対
前年比85.1％という結果でした。しかし、旅客収入は２月合計の対前年比96.0％と若干の減少を維持しています。
若桜鉄道存続のためには、皆さまの鉄道利用が不可欠です。ぜひ、ご利用していただきますようよろしくお願いい
たします。

旅 客 収 入（単位：円）乗 車 人 員（単位：人）

合 計
定期旅客普通旅客

合 計
定期旅客普通旅客

通 学通 勤団体観光沿線住民等通 学通 勤団体観光沿線住民等

3,581,2211,316,490242,09044,0401,978,60124,07414,0002,464847,526２月本年度
実 績 70,304,84639,401,9405,922,250495,56024,541,126368,016237,03834,4681,16295,348累計

3,731,6801,443,080253,280256,6201,778,70028,49718,2562,8006116,830２月前年度
実 績 73,181,48042,641,5204,456,530946,26025,137,170401,909275,29025,0242,25399,342累計

96.0%91.2%95.6%17.2%111.2%84.5%76.7%88.0%13.7%110.2%２月対 前
年 比 96.1%92.4%132.9%52.4%97.6%91.6%86.1%137.7%51.6%96.0%累計

※ 表の「沿線住民など」には一般観光客も含みます。

八頭総合事務所では、当事務所別館の地域ふれあいスペースを活用して、地域住民の方々から親し
まれる庁風づくりをより一層推進するため、今年度から当総合事務所地域ふれあいスペースを、ご希
望に応じ地域の方々の展示スペースとして活用できることとなりました。展示を希望される団体など
がございましたら、八頭総合事務所県民局企画県民課にお問い合せください。 緯0858（72）3954

八頭総合事務所地域ふれあいスペース展示企画の募集

若
桜
町
で
は
、
森
林
を
整
備
し
木
材
生

産
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
森
林
・
林

業
施
策
の
拡
充
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
に
は
八
頭
中
央
森
林
組
合
へ

加
入
し
、
新
た
に
約
３
０
０
名
の
方
々
が

組
合
員
に
な
り
林
業
が
動
き
始
め
ま
し

た
。
林
業
に
関
す
る
主
な
施
策
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
採
択
要

件
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
間
伐
や
作
業
道

開
設
を
検
討
さ
れ
て
い
る
森
林
所
有
者
の

皆
さ
ま
は
、
ま
ず
産
業
観
光
課
林
業
振
興

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
造
林
事
業

造
林
、
下
刈
、
雪
起
、
間
伐
な
ど
を
補

助
（
通
常
補
助
率

％
）

68

補
助
率

間
伐

％

枝
打
ち

％

95

85

※
八
頭
中
央
森
林
組
合
又
は
若
桜
農
林

振
興
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
業
道
新
設
改
良
事
業

森
林
所
有
者
な
ど
が
行
う
作
業
道
整
備

を
支
援

補
助
率

％
95

○
美
し
い
森
づ
く
り
基
盤
整
備
交
付
金
事

業
造
林
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
高
齢
級

の
間
伐
に
補
助
（
補
助
率

％
）

95

○
未
整
備
森
林
緊
急
公
的
整
備
事
業

若
桜
町
森
林
整
備
計
画
に
指
定
し
た

要
間
伐
森
林
を
町
が
森
林
所
有
者
に
代

わ
っ
て
間
伐
実
施

○
間
伐
材
搬
出
促
進
事
業

若若
桜
材
を
若
桜
町
内
の
製
材
所
に
販

若
桜
材
を
若
桜
町
内
の
製
材
所
に
販
売売

し
た
場
合
に
県
の
支
援
制
度
に
１
千
円

し
た
場
合
に
県
の
支
援
制
度
に
１
千
円
／／

逢逢
上
乗
上
乗
せせ

※
県
の
制
度
は
３
千
８
百
円

※
県
の
制
度
は
３
千
８
百
円
／／
逢逢

○
新
・
木
の
住
ま
い
助
成
事

○
新
・
木
の
住
ま
い
助
成
事
業業

若
桜
材
を
使
用
し
若
桜
町
内
に
個

若
桜
材
を
使
用
し
若
桜
町
内
に
個
人人

住
宅
を
建
設
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ

住
宅
を
建
設
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
たた

場
合
に
県
の
支
援
制
度
に
１
万
円

場
合
に
県
の
支
援
制
度
に
１
万
円
／／
逢逢
上上

乗乗
せせ

○
林
業
担
い
手
対
策
事

○
林
業
担
い
手
対
策
事
業業

鳥
取
式
作
業
道
開
設
士
認
定
講
座
参

鳥
取
式
作
業
道
開
設
士
認
定
講
座
参
加加

費
を
支

費
を
支
援援

問
い
合
わ
せ

産産
業
観
光

産
業
観
光
課課

緯緯
（

）
２
２
３

（

）
２
２
３
８８

8282

木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
をををををををををををををををををををををを
売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代
がががががががががががががががががががががが
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
まままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

木
を
売
る
時
代
が
来
ま
し
た
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
のののののののののののののののののののののの
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

若
桜
町
森
林
・
林
業
施
策
の
紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
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スポーツ教室（健康づくり教室）

担 当内 容募集対象者場 所期間・開催曜日・時間開催教室

井口 敬治
宮本 昭則
谷本 剛
古田 和博

ボールの投捕・バッティング
等の基本を学ぶことで、試合
が楽しめるようになる。

中学生以上
若桜中学校

グラウンド

5/17･18･19･20･21
月・火・水・木・金曜日
20：00～21：30

ソ フ ト ボ ー ル

青木 一憲
山根美貴子
大栃 祐樹

パス・サーブ・レシーブ・ス
パイクなどの基本を習い、
ゲームが楽しめる。

中学生以上町民体育館

5/7・5/14
6/18・25
金曜日
20：00～21：30

バ レ ー ボ ー ル

丹松美恵子
小林 美穂

基礎から試合形式まで中学生以上町民体育館
10/7～10/28
毎週木曜日
20：00～21：30

ソフトバレーボール

山田 静子
山本 映子

スポーツの持っている遊び性
の中で、体を動かすことの喜
びを知り、又ゲームを覚える。

中学生以上町民体育館
6/24～7/15
毎週木曜日
20：00～21：30

バ ド ミ ン ト ン

山田 静子
井口 敬治

水遊び・顔つけ・水中遊びか
ら15ｍ以上の泳力をつける。

小学生就学前の
幼児とその保護者

わかさ
温水プール

7/4・8/1
日曜日
９：30～11：00

幼 児 水 泳

湯川みちよ基礎から試合形式まで中学生以上町民体育館
10/23～11/13
毎週土曜日
20：00～21：30

卓 球

盛本 貴之基礎から試合形式まで小学生高学年以上町民体育館
5/8～3/26
毎週土曜日
20：00～21：30

硬 式 テ ニ ス

前住 孝行
杉本 哲也

基礎から試合形式まで中学生以上町民体育館
7/27・8/3・10・17・24
毎週火曜日
19：00～20：30

バスケットボール

体育指導委
員全員

中学生以下場所未定随時キッズスポーツ教室

体育指導委
員全員

新体力テスト小学生以上場所未定随時体 力 測 定

日ごろスポーツに接することの少ない人たちにスポーツ活動の機会を

提供することにより、スポーツ人口の拡大と種目の振興を図ります。

集落公民館や婦人会などの団体で

スポーツ教室・行事などを計画し、指

導者が必要なときには教育委員会に

ご連絡ください。体育指導員または各

種の公認の資格を持っている人を派

遣します。

移動スポーツ教室体育協会事業（町内大会）

会 場期 日大 会 名

町 民 体 育 館 ほ か5/16（日）パパママバレーボール大会

若桜中グラウンド5/24（月）～5/28（金）壮年ソフトボール大会

町 民 体 育 館6/27（日）ベストバレーボール大会

中 之 島 公 園 ほ か8/13（金）・14（土）野球（盆野球）大会

ふ れ あ い 広 場9/26（日）町民大運動会

ふ れ あ い 広 場10/16（土）ゲートボール大会

中 之 島 公 園10/20（水）グラウンドゴルフ大会

町 民 体 育 館10/31（日）ソフトバレーボール大会

高 野 隣 保 館 周 辺11月中旬ランニングフェスティバル

町 民 体 育 館11/21（日）卓球大会

町 民 体 育 館11/28（日）雪合戦大会

氷 ノ 山 ス キ ー 場1/29（土）第50回氷ノ山スキー大会

スポーツを通じて参加者相互の親睦を深め

明るい町づくりと体力の増進を図ります。

平平成22年5平成22年5月月９

【身近な相談窓口】

町民福祉課

緯（82）２２３３・２２３２
鳥取県東部消費生活相談室

緯０８５７（26）７６０５・７６０４
〔いずれも平日：８：30～17：00〕

【５月の法律相談】

●と き＝５月11日（火）
13：30～16：00＊要予約

●ところ＝地域福祉センタードリーミー
緯（82）０２５４

一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人
でででででででででででででで
悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず

一
人
で
悩
ま
ず
、、、、、、、、、、、、、、、

まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををを

ま
ず
相
談
を
！！！！！！！！！！！！！！！

身身身身身身身身身身身身身身身
近近近近近近近近近近近近近近
なななななななななななななな
悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪
質質質質質質質質質質質質質質
商商商商商商商商商商商商商商
法法法法法法法法法法法法法法

～～～～～～～～～～～～～～
展展展展展展展展展展展展展展
示示示示示示示示示示示示示示
会会会会会会会会会会会会会会
商商商商商商商商商商商商商商

近
な
悪
質
商
法

～
展
示
会
商
法法法法法法法法法法法法法法法
～～～～～～～～～～～～～～～

靴
を
取
り
上
げ
ら
れ
店
か
ら
自

由
に
出
ら
れ
な
い
状
態
に
さ
れ

た
上
、
狭
い
部
屋
の
中
で
担
当
者

３
人
に
取
り
囲
ま
れ
長
時
間
に

わ
た
っ
て
購
入
を
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
「
高
価
な
着
物
な
ど

購
入
で
き
な
い
、
帰
り
た
い
」
と

何
度
も
断
り
ま
し
た
が
、「
月
２

万
な
ら
払
え
る
で
し
ょ
う
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
組
め
ば
よ
い
」
と
執
拗

絵
画
や
着
物
・
貴
金
属
な
ど
の
取
引
に
つ
き
、
展

絵
画
や
着
物
・
貴
金
属
な
ど
の
取
引
に
つ
き
、
展
示示

会
場
を
貸
し
き
っ
て
商
品
を
販
売
す
る
方
法
を
展

会
場
を
貸
し
き
っ
て
商
品
を
販
売
す
る
方
法
を
展
示示

会
商
法
と
い
い
ま
す
。
か
な
り
高
額
に
な
る
こ
と
が

会
商
法
と
い
い
ま
す
。
か
な
り
高
額
に
な
る
こ
と
が
多多

い
上
に
、
来
場
者
を
大
勢
の
販
売
員
で
囲
み
、
数
時

い
上
に
、
来
場
者
を
大
勢
の
販
売
員
で
囲
み
、
数
時
間間

に
わ
た
っ
て
勧
誘
し
た
挙
句
、
購
入
し
な
け
れ
ば
解

に
わ
た
っ
て
勧
誘
し
た
挙
句
、
購
入
し
な
け
れ
ば
解
放放

し
な
い
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
り
上
げ
て
契
約

し
な
い
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
り
上
げ
て
契
約
ささ

せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
後
々
に
な
っ
て
深
刻
な
ト
ラ

せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
後
々
に
な
っ
て
深
刻
な
ト
ラ
ブブ

ル
と
な
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
１
つ
と
い
え
ま
す

ル
と
な
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
１
つ
と
い
え
ま
す
。。

呉
服
店
か
ら
旅
行
の
招
待
を

受
け
ま
し
た
。
格
安
の
料
金
で
し

た
の
で
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
旅
行
先
で
は

着
物
の
展
示
会
に
連
れ
て
行
か

れ
ま
し
た
。

私
は
着
物
を
買
う
気
な
ど
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
会
場
内
で
は

弁
護
士：

上
田
雅
稔
氏

こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
常
設

で
な
い
ホ
テ
ル
・
ビ
ル
な
ど
の
一

室
を
会
場
と
し
、着
物
や
貴
金
属
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
購
入
さ
せ

る
商
法
を
展
示
会
商
法
と
い
い
ま

す
。
展
示
会
商
法
で
は
、
販
売
業

者
の
強
い
勧
誘
が
行
わ
れ
や
す
く

訪
問
販
売
と
状
況
が
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
特
定
商
取
引
法
に
基
づ

く
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
契
約

解
除
が
可
能
と
な
る
場
合
が
多
い

の
で
す
。

業
者
は
、
販
売
目
的
を
隠
し
て

消
費
者
を
誘
い
込
ん
で
お
り
、ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
告
知
な
ど
の
法
定
記

載
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
受
領

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
８
日
間
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
よ
る
契

約
解
除
が
可
能
で
す
。な
お
、書
面

が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
り
、書
面
に

記
載
事
項
漏
れ
が
あ
っ
た
り
す
る

場
合
な
ど
は
、
期
間
は
進
行
し
な

い
結
果
、い
つ
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

次
に
、
業
者
は
、
消
費
者
が
帰

り
た
い
旨
告
げ
て
い
る
の
に
長
時

間
に
わ
た
っ
て
勧
誘
し
こ
れ
を
妨

害
し
て
お
り
、
退
去
妨
害
（
消
費

者
契
約
法
４
条
３
項
２
号
）
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
、
契
約
を
取

り
消
す
こ
と
が
可
能
で
す
。な
お
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
締
結
し
て
い

る
場
合
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

か
ら
の
支
払
い
を
拒
絶
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
手
続
き
や
契

約
取
り
消
し
手
続
き
そ
の
他
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
窓

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

に
勧
誘
し
て
き
ま
す
。

着
物
を
購
入
し
な
い
と
店
か

ら
出
し
て
も
ら
え
な
い
状
況
で

し
た
の
で
、
た
だ
店
か
ら
出
た
い

一
心
で
１
２
０
万
円
も
す
る
着

物
を
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
？
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職職員人事異職員人事異動動
５
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

〔

〕
内
は
前
任
職
で
す
。

敬
称
略

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
及
び
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
即
応

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
・
機
能
的
に
展
開
す
る
た
め
、
ま

た
、問
題
解
決
機
能
及
び
政
策
形
成
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
組
織
に
改
善
す
る
た
め
、現
行
の
各
課
の
業
務
内
容
及
び
業

務
量
を
精
査
し
た
上
で
、
５
月
１
日
付
で
役
場
組
織
・
機
構
の
見

直
し
を
行
い
、
同
時
に
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
な
じ
ん
で
き
た
組
織
機
構
を
改
革
す
る
も
の
で
あ

り
、
最
初
は
と
ま
ど
い
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
ま
す
が
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
ご
支
援
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
組
織
の
機
構
改
革

役
場
組
織
の
機
構
改
革
をを

行
い
ま
し

行
い
ま
し
たた

◆
出
納
室

▼
主
任

岡
本
寛
将
〔
主
事
〕

◆
総
務
課

▼
課
長
（
兼
）
防
災
管
財
係
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
書
記
長

川
戸
伸
二
〔
自
立
政
策
課
長
（
兼
）

若
桜
鉄
道
運
行
対
策
室
副
室
長
〕
▼
参
事
（
兼
）
総
務

行
政
係
長

矢
部
康
樹
〔
参
事
（
兼
）
総
務
防
災
係
長
〕

▼
副
主
幹

丹
松

一
〔
公
民
館
副
主
幹
〕
▼
現
業
主

任

西
尾
和
美〔（
併
）教
育
委
員
会
事
務
局
現
業
主
任
〕

◆
企
画
財
政
課

▼
課
長
（
兼
）
若
桜
鉄
道
運
行
対
策
室
副
室
長

新
川

哲
也
〔
町
民
福
祉
課
長
〕
▼
企
画
交
通
係
長
（
兼
）
若

桜
鉄
道
運
行
対
策
室

竹
本
英
樹
〔
自
立
政
策
課
鉄
道

交
通
係
長
（
兼
）
若
桜
鉄
道
運
行
対
策
室
〕
▼
財
政
係

長

谷
口
国
彦
〔
総
務
課
財
政
係
長
〕
▼
副
主
幹

谷

本

剛
〔
農
林
建
設
課
林
業
振
興
室
主
任
〕
▼
主
任

木
地
谷
諭
〔
総
務
課
主
任
〕
▼
主
事

後
藤
美
鈴
〔
自

立
政
策
課
主
事
〕
▼
主
事

山
根
詳
生
〔
町
民
福
祉
課

主
事
〕

◆
税
務
課

▼
課
長
補
佐
（
兼
）
固
定
資
産
係
長

前
田
弥
生
〔
町

民
福
祉
課
課
長
補
佐
〕

◆
町
民
福
祉
課

▼
課
長
（
兼
）
ゆ
は
ら
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
館
長

中

村
秀
男
〔
農
林
建
設
課
参
事
（
併
）
農
業
委
員
会
事
務

局
長
〕
▼
課
長
補
佐

矢
部
泰
子
〔
課
長
補
佐
（
兼
）

窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
長
〕
▼
福
祉
環
境
係
長

下
石
裕
美

〔
税
務
課
固
定
資
産
係
長
〕▼
副
主
幹

藤
原
祐
二〔
福

祉
環
境
係
長
〕▼
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
長

小
林
貴
之〔
農

林
建
設
課
主
任
〕

◆
産
業
観
光
課

▼
課
長
（
兼
）
商
工
観
光
係
長
（
併
）
農
業
委
員
会
事

務
局
長

竹
田
元
重
〔
議
会
事
務
局
長
（
併
）
監
査
委

員
事
務
局
長
〕
▼
参
事
（
兼
）
林
業
振
興
室
長

近
藤

一
彦
〔
農
林
建
設
課
参
事
（
兼
）
林
業
振
興
室
長
〕
▼

課
長
補
佐
（
兼
）
農
業
振
興
係
長

山
口
由
企
夫
〔
農

林
建
設
課
主
幹
（
兼
）
農
業
振
興
係
長
〕
▼
林
業
振
興

室
主
任

盛
田
裕
之
〔
自
立
政
策
課
主
任
〕
▼
主
任

中
島
毅
彦
〔
自
立
政
策
課
主
任
〕
▼
林
業
振
興
室
主
事

太
田
昌
祐
〔
農
林
建
設
課
林
業
振
興
室
主
事
〕
▼
主

事

岡
﨑
晋
相
〔
自
立
政
策
課
主
事
〕

◆
町
土
整
備
課

▼
課
長

志
水
賢
一
〔
農
林
建
設
課
長
〕
▼
課
長
補
佐

（
兼
）
住
宅
水
道
係
長

岩
本
孝
美
〔
自
立
政
策
課
課

長
補
佐
（
兼
）
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
〕
▼
課
長
補
佐

（
兼
）
地
域
整
備
係
長

山
本
伸
一
〔
農
林
建
設
課
課

長
補
佐
（
兼
）
町
土
整
備
係
長
〕
▼
主
任

中
嶋

功

〔
農
林
建
設
課
主
任
〕
▼
現
業
主
任

松
浦
和
也
〔
農

林
建
設
課
現
業
主
任
〕▼
地
籍
調
査
専
門
員

竹
内
光

明
〔
農
林
建
設
課
地
籍
調
査
専
門
員
〕

◆
議
会
事
務
局

▼
局
長
（
併
）
監
査
委
員
事
務
局
長

渕
見
龍
彦
〔
統

括
監
（
兼
）
総
務
課
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
書
記
長
〕

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

▼
人
権
同
和
政
策
室
長

山
根
恭
一〔
副
主
幹（
兼
）給

食
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
〕

◆
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
主
任

君
野
哲
章
〔
農
林
建
設
課
主
任
〕

◆
公
民
館

▼
わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館
館
長
（
兼
）
公
民
館
長

入
江
宜
明
〔
わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館
長
〕
▼
公
民
館

主
幹

小
林
て
る
み〔
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
補
佐

（
兼
）
人
権
同
和
政
策
室
長
〕

◆
退
職
（
４
月

日
付
け
）

30

▼
盛
田
義
仁
〔
若
桜
町
公
民
館
長
〕
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さくらの花びら舞う中で
因州若桜さくら祭り

緯緯緯
問い合わせ
税務課

（82）2234

非非非非非非非非非非非非非非非非
自自自自自自自自自自自自自自自自
発発発発発発発発発発発発発発発発
的的的的的的的的的的的的的的的的
失失失失失失失失失失失失失失失失
業業業業業業業業業業業業業業業業
（（（（（（（（（（（（（（（（
離離離離離離離離離離離離離離離離
職職職職職職職職職職職職職職職職
））））））））））））））））
者者者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののののの
方方方方方方方方方方方方方方方方
へへへへへへへへへへへへへへへへ

非
自
発
的
失
業
（
離
職
）
者
の
方
へ
ののののののののののののののののの

国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののの
軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽
減減減減減減減減減減減減減減減減
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
ててててててててててててててててて

平
成

年
度
よ
り
、
倒
産
・
解

22

雇
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特
定
受
給

資
格
者
）
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

る
離
職
（
特
定
理
由
離
職
者
）
を

さ
れ
た
方
へ
対
す
る
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
が
始
ま
り
ま
す
。

●
対
象
者
は
？

（
１
）雇
用
保
険
の
特
定
受
給
者

（
例
：
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

離
職
）

（
２
）雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離

職
者
（
例
：
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

る
離
職
）

と
し
て
、
失
業
等
給
付
を
受
け

る
方
で
す
。

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

離
職
理
由
コ
ー
ド
が
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
れ
ば
対
象
で
す
。

・
特
定
受
給
資
格
者

…
「

」
11

「

」「

」「

」「

」「

」

12

21

22

31

32

・
特
定
理
由
離
職
者

…
「

」
23

「

」「

」

33

34

●
制
度
の
始
ま
る
前
の
失
業
は
対

象
外
で
す
か
？

制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内

（
平
成

年
３
月

日
以
降
）
に

21

31

離
職
さ
れ
た
方
は
、
平
成

年
度

22

に
限
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
平
成

年
度
の
保

21

険
税
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
軽
減
額
は
？

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の

所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま

す
。
軽
減
は
、
離
職
者
の
前
年
の

給
与
所
得
を
そ
の

／
１
０
０
と

30

み
な
し
て
行
い
ま
す
。

●
軽
減
期
間
は
？

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

（
例
）

・
離
職
日

Ｈ

年

月
３
日

21

10

軽
減
期
間

Ｈ

年
４
月
～

22
Ｈ

年
３
月

23

・
離
職
日

Ｈ

年
３
月

日

22

31

軽
減
期
間

Ｈ

年
４
月
～

22
Ｈ

年
３
月

24

・
離
職
日

Ｈ

年
６
月

日

22

20

軽
減
期
間

Ｈ

年
６
月
～

22
Ｈ

年
３
月

24

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中

は
、
途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続

き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し

ま
す
。

●
軽
減
を
受
け
る
に
は
？

申
請
が
必
要
で
す
。「
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
」
を
確
認
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
福
祉
課

緯
（

）
２
２
３
３
ま
た
は
税
務

82

課

緯
（

）
２
２
３
４
ま
で

82

若
桜
駅
周
辺
を
会
場
に
、

４
月

日
、「
因
州
若
桜
さ

11

く
ら
祭
り
」（
因
州
若
桜
さ

く
ら
祭
り
実
行
委
員
会
、
若

桜
町
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
若
桜
駅
前
ひ
ろ
ば

に
設
置
し
た
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
高
垣
広
美
さ
ん
、
瀬
戸
つ
よ
し
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
や
若
桜
小
唄
を
守
る
会
に
よ
る
踊
り
な

ど
の
地
元
芸
能
発
表
の
他
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
抽
選

会
、
Ｓ
Ｌ
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、関
西
地
方
か
ら
の
若
桜
鉄
道
ツ

ア
ー
客
も
大
勢
訪
れ
、Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

鳥
取
市
か
ら
参
加
さ
れ
た
岡
本
夏
凛
ち
ゃ
ん
は
、

「
鉄
道
模
型
の
新
幹
線
を
運
転
し
て
、
楽
し
か
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

若桜小唄を守る会による踊り

ＳＬ見学をするツアー客

鉄道模型を運転する子どもたち

T O
P
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火災から町を守る
若桜町消防出初式

平
成

年
度
若
桜
町
消
防
出
初

22

式
が
４
月
４
日
、
旧
若
桜
森
林
組

合
跡
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
車
両
行
進
、
表
彰
状

の
贈
呈
、
服
装
点
検
な
ど
が
行
わ

れ
、
式
典
終
了
後
に
宿
内
を
車
両

パ
レ
ー
ド
し
、
旧
森
林
組
合
前
の

土
手
で
一
斉
放
水
し
、
こ
の
１
年

の
無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

新たな生活に期待ふくらむ
小・中学校で入学式

入
学
式
が
４
月
８
日
に
小
中
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

若
桜
小
学
校
に
は

名
の
か
わ
い
い
１
年

15

生
が
入
学
し
ま
し
た
。

若
桜
中
学
校
に
は

名
の
生
徒
が
入
学

28

し
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
期
待
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

各
学
校
と
も
児
童
、

生
徒
数
が
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
若

桜
町
の
大
切
な
「
宝
」

で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
楽
し
い

学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
地
域
全
体
で

見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

若桜小学校15名

若桜中学校28名

退

団
（
敬
称
略
）

第
１
分
団

分
団
長

上
川

和
弘

団

員

中
尾
健
太
郎

第
４
分
団

副
分
団
長

丹
松

一

入

団
（
敬
称
略
）

第
１
分
団

団

員

大
石

俊

団

員

山
根

明

第
４
分
団

団

員

三
島

達
矢

昇

任
（
敬
称
略
）

第
１
分
団

分
団
長

竹
本

英
樹

副
分
団
長

島
本

克
己

警
備
班
長

岡
山

直
樹

消
火
班
長

岩
見

勉

第
４
分
団

副
分
団
長

谷
本

剛

消
火
班
長

小
林

貴
之

被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

町
長
表
彰
（
功
労
章
）

第
１
分
団

志
水

仁

第
２
分
団

木
下

雅
弘

町
長
表
彰
（
勤
続
章
）

第
１
分
団

岡
山

直
樹

第
２
分
団

中
島

敬
之

第
３
分
団

土
居

優

第
４
分
団

木
地
谷

諭

鳥
取
県
東
部
地
区
消
防
協
会
長
表
彰

（
勤
続
章
）

第
１
分
団

島
本

克
己

第
３
分
団

谷
口

国
彦

第
４
分
団

岩
見

聡

鳥
取
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

第
１
分
団

上
川

和
弘

鳥
取
県
知
事
表
彰
（
功
労
章
）

副
団
長

宮
本

聖
也

▲式典の模様

▲一斉放水
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「
こ
ん
に
ち
は
町
長
室
」

は
集
落
を
訪
問
し
ま
す

４
年
間
「
こ
ん
に
ち
は
町

長
室
」
は
、
町
長
室
を
開
放

し
て
行
い
ま
し
た
。
多
い
と

き
に
は
７
人
～
８
人
、
少
な

い
と
き
に
は
１
人
～
２
人
の

参
加
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
聞
い
た
り
、
若
桜
町
の
現

状
や
将
来
の
考
え
方
を
説
明

し
て
参
り
ま
し
た
。
４
年
間

ず
っ
と
毎
月
続
け
て
来
ま
し

た
が
、
私
は
町
民
の
皆
さ
ま

が
ど
ん
な
考
え
方
を
も
っ
て

お
ら
れ
る
の
か
、
今
、
何
を

望
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
、
少

し
で
も
多
く
の
方
と
話
が
で

き
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
は
今
後
の
「
町

づ
く
り
」
に
生
か
す
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
す
ぐ

に
担
当
課
に
指
示
し
て
、
皆

さ
ま
の
要
望
に
応
え
る
こ
と

も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

今
後
４
年
間
は
、
出
前
の

「
こ
ん
に
ち
は
移
動
町
長

室
」
と
し
て
各
集
落
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
高
齢
者

の
皆
さ
ま
も
、
町
長
室
ま
で

出
て
い
た
だ
か
な
く
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。

４
月

日
に
は
落
折
集
落

18

で
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

人
の
皆
さ
ま
に

10

来
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ

と
話
し
が
で
き
ま
し
た
。

国
道
の
改
修
に
よ
る
公
民

館
の
移
転
、
バ
ス
停
の
新
設
、

林
道
の
補
修
、
国
道

号
線

29

沿
い
を
に
ぎ
や
か
に
し
よ
う

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

２
時
間
の
話
し
合
い
で
し

た
が
充
実
し
て
お
り
ま
し

た
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
集
落

を
訪
問
し
て
、
皆
さ
ま
と
顔

を
合
わ
せ
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

若
桜
駅
前
の「
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
喜
ば
れ
て
い
ま
す

４
月
１
日
よ
り
町
営
の

「
お
に
っ
子
バ
ス
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以
前
か

ら
「
集
落
懇
談
会
」
や
「
こ

ん
に
ち
は
町
長
室
」
で
、
駅

前
に
バ
ス
を
待
つ
と
こ
ろ
が

な
い
、
冬
期
間
は
特
に
寒
く

て
困
る
と
い
う
要
望
が
ご
ざ

い
ま
し
た
が
、
今
回
、
町
営

バ
ス
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
冷

暖
房
の
完
備
し
た
待
合
所
に

な
り
ま
し
た
。
事
務
所
内
に

は
観
光
協
会
の
案
内
所
も
兼

ね
て
お
り
ま
す
し
、
城
下
町

に
ふ
さ
わ
し
い
白
壁
の
土
蔵

づ
く
り
に
し
て
宿
内
の
景
観

に
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
昼
の
時
間
に
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
前
を

通
っ
て
い
た
ら
２
人
～
３
人

の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
声
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
町
長
さ

ん
、
こ
う
し
て
バ
ス
の
待
合

所
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い

て
、
大
変
う
れ
し
い
で
す
！
」

と
語
ら
れ
、
若
桜
町
と
し
て

も
い
い
仕
事
を
し
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
大
変
う
れ
し

い
で
す
。

町
営
バ
ス
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
バ
ス
で
す
。
若
桜
鉄

道
と
と
も
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

こんにちは移動町長室（落折集落）
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保 健 委 員
農 業 推 進
連 絡 員

公 民 館 長自 治 会 長集 落 名保 健 委 員
農 業 推 進
連 絡 員

公 民 館 長自 治 会 長集 落 名

森下 幸子垣谷 春雄谷口 政利垣谷 久雄諸 鹿西尾 和子杤本 恭一三島 勝彦山中 博美新 町

浅井 節子浅井 裕小林 道弘山根 政雄香 田小林 千里山根 勝竹本 雅信小嶋 清信山 田 町

石田 信惠小林 誠井川 文行井川 文行長 砂岩村 志保三島 由明矢部 康樹西本 誠上 町

大竹 洋子武田 勇小谷 清明小谷 清明湯 原西山 映子熊田 義久西浦 和則金森 京一中 町

植嶋由美子植嶋 秀幸植田 親尚山本 徹成渕 見上川 佳巳中井 泉門村 進木島 儀弘下 町

藤原須磨枝西谷 賢治藤原 武夫藤原 武夫茗 荷 谷
盛本 恭子
福間真由美

川戸 清廣
盛田 啓輔

盛本 貴之丹松 正信西 町

川戸 美鳥山下 一義川戸 一也山根 則男米
盛田美佐恵
戸井 幸子

盛田 義明圓井 義数茗荷 孝幸農 人 町

山根美由紀
山根 佳子

山根 吉徳山根 保男山根 弘秋大 炊中尾キヨ子山根 哲雄盛田 光義盛田 義仁三 倉

森本 弥生岸本 鐡治青木 利哲森本 栄岸 野山本 和子厨子 守雄岡田 正実杉本 義信上 高 野

岡本 佳子岡本 高士山根 幹博岡本 和明糸 白 見中村 美貴岡本 賢二岡本 賢二新林貴美教高 野

岡本 幸子中村 勝広岡本 幸治岡﨑 哲弥根 安矢部 澄枝竹内 秀秋澤田 俊行坂本 司良浅 井

杉内 成子
福井 脩
杉内 芳弘

中田 正美福山 智須 澄橋口 克子古田 和博山口 林一若葉団地

山本さとみ中村 潔柿ヶ原良則柿ヶ原俊一岩 屋 堂小林 陽子竹内 紀彦伊井野 勲竹内 憲一口屋堂羅

清水須美子
大谷ひとみ

村口 真一大谷 均村 口 洋 一吉 川三島 由美伊井野 勇三 島 敏 彦伊井野 巌屋 堂 羅

永原みゆき門田 雅温山本勘次郎山本勘四郎栃 原車井 育子植嶋 寛一坂口 光洋
あかまつ
団 地

城本由紀夫谷口 孝昭永原 聡永原 聡中 原茗荷 宜子茗荷 主吉茗荷 威茗荷 威寺 所

中 江 康 美坂口 福治横田 孝司福田 英一加 地中島 恵子藤原 賢一中島 敬之盛本 實馬 場

福田 洋子
清水 秀巳

小椋 英一
藤原 宣善

福田 次郎小林 光人大 野森木 俊秋森本 峯夫盛本 健一山本 義紀内 町

石本 和美岡本 俊雄前田一三次中瀬 利隆小 船中島 京子大杉 邦雄中島 毅彦大坪富貴男赤 松

平家 愛民平家 昇平家 安春平家 浩二落 折大石 紀子大久保民雄川戸 伸二川戸 義幸来 見 野

久曽木の世話役として山内満喜男さん、及びあすなろの衣川和人所長にもお世話になります。よろしくお願いします。

平
成

年
度
資
源
ご
み
回
収
優
良
団
体
を

21

４
月

日
、
自
治
会
長
会
の
会
場
で
表
彰
し

17

ま
し
た
。

第
１
位

山
田
町
自
治
会

（

年
度
実
績

８
、９
５
４
㎏

１
世
帯

21
当
た
り

１
４
４
・
４
㎏
）

第
２
位

湯
原
自
治
会

（

年
度
実
績

２
、３
３
３
㎏

１
世
帯

21
当
た
り

１
３
７
・
２
㎏
）

第
３
位
香
田
自
治
会

（

年
度
実
績

２
、６
７
９
㎏

１
世
帯

21
当
た
り

１
３
４
・
０
㎏
）

ご
み
の
減
量
化
、
再
利
用
化
を
推
進
す
る

た
め
、
本
年
度
も
古
紙
な
ど
の
回
収
優
良
団

体
を
表
彰
し
ま
す
。
上
位
３
団
体
（
１
世
帯

当
た
り
の
実
績
）
に
は
、
１
位
に
３
万
円
、

２
位
２
万
円
、
３
位
１
万
円
の
報
奨
金
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
が
古
紙
回
収
事

業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
町町町町町町町町町町町町町町
資資資資資資資資資資資資資資
源源源源源源源源源源源源源源
ごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみ
回回回回回回回回回回回回回回

若
桜
町
資
源
ご
み
回
収収収収収収収収収収収収収収収

優優優優優優優優優優優優優優
良良良良良良良良良良良良良良
団団団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体体体
表表表表表表表表表表表表表表

優
良
団
体
表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
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大
人
の
関
わ
り
が
大
切
で
す
。

わ
か
さ
っ
子
子
育
て「
愛
」プ
ラ
ン

顕

原

鹸

厳

験験

験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

針
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
わ
か

さ
っ
子
子
育
て
『
愛
』
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
各
家
庭
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
か
ら
だ
」「
こ
こ

ろ
」「
学
習
」
そ
し
て
、
若
桜
町
の
子
ど

も
た
ち
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
と
い
っ
た

観
点
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
子
ど
も
の

成
長
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
親
や

家
族
の
関
わ
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
家
庭
で
話
し
合
っ
た
り
、
振
り
返
っ
た

り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
桜
町
子
育
て
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
実
行

委
員
会
で
は
、
こ
の
た
び
子
育
て
の
指

去
る
５
月
３
日
、
若
桜
神
社
の
御

幸
祭
が
開
催
さ
れ
、
宿
内
は
大
い
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
さ
て
、
御
幸
祭

の
主
会
場
と
な
っ
た
若
桜
神
社
境
内

の
立
木
で
す
が
、
若
桜
神
社
社
叢
と

し
ゃ
そ
う

し
て
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

若
桜
神
社
は
古
く
か
ら
「
松
上
大

明
神
」
と
呼
ば
れ
、
参
詣
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
元
は
鶴
尾
山
の
八
兵
衛

谷
に
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
矢

部
氏
が
若
桜
鬼
ヶ
城
築
城
の
際
に
現

在
地
に
移
築
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
歴
代
の
城
主
の
崇
敬
を
受
け

ま
し
た
。
豊
臣
秀
吉
が
因
幡
に
攻
め

入
っ
て
き
た
際
に
は
社
殿
な
ど
が
焼

失
し
ま
し
た
が
、
の
ち
の
城
主
の
木

下
氏
・
山
崎
氏
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
、

郡
中
大
社
と
な
り
ま
し
た
。

社
叢
の
構
成
は
シ
ラ
カ
シ
を
中
心

と
し
て
、
ヒ
ノ
キ
や
モ
ミ
の
木
が
混

じ
っ
た
極
相
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

極
相
林
と
は
陰
樹
林
（
光
量
が
少
な

く
て
も
成
長
す
る
こ
と
の
で
き
る
樹

木
）
の
み
が
生
育
で
き
る
条
件
に

な
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
境
内
は

巨
大
な
シ
ラ
カ
シ
が
多
く
林
立
し
、

中
に
は
直
径
が

セ
ン
チ
を
越
え
る

90

巨
大
な
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。
県
内

に
は
シ
ラ
カ
シ
の
割
合
が
多
い
、
成

熟
し
た
照
葉
樹
林
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
昭
和

年
に
県
指
定
を
受
け
ま

57

し
た
。
神
社
の
長
い
歴
史
と
と
も
に
、

社
叢
が
荘
厳
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

（県指定天然記念物、農人町）
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４
月

日
、
若
桜
町
公
民
館
集
会
室
で
第

11

79

回
鳥
取
県
東
部
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
桜
は
満
開
な
も
の
の
、
あ
い

に
く
の
雨
で
し
た
が
、
町
内
外
の
多
く
の
出
演

者
、
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
発
表
会
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
若
桜
で

開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
主
催
し
た

鳥
取
県
東
部
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の
西
谷
勝
歳
会

長
は
「
腹
か
ら
思
い
っ
き
り
声
を
出
す
こ
と
で

健
康
で
明
る
い
生
活
を
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
若
桜
で
も
発
表
会
を
開
き

若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

若
桜
で
初
め
て
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

チチ
ャ
リ
テ
ィ
・
カ
ラ
オ
ケ
大

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会会

作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示

作
品
展
示
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希
望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

希
望
す
る
人
、
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

八八
頭
総
合
事
務

八
頭
総
合
事
務
所所

た
い
と
前
々
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
」

出
演
し
た
の
は
県
東
部
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

総
勢
約
１
０
０
名
。
カ
ラ
オ
ケ
は
も
ち
ろ
ん

コ
ー
ラ
ス
あ
り
踊
り
あ
り
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
し
た
。
若
桜
の
健
康
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

（
濱
嶋
康
彦
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
も
自
慢
の
ノ

ド
を
披
露
し
ま
し
た
。

最
後
に
西
谷
会
長
が
歌
っ
た
後
、
出
演
者
や

観
客
の
協
力
で
集
ま
っ
た
募
金
の
収
益
が
若
桜

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
て
、
発
表
会

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つつ

４
年
間
を
振
り
返
っ

４
年
間
を
振
り
返
っ
てて

前
若
桜
町
公
民
館

前
若
桜
町
公
民
館
長長

盛
田

義
仁

盛
田

義
仁

こ
の
４
月
末
を
も
っ
て
、
若
桜
町

公
民
館
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

４
年
前
に
就
任
し
た
時
「
公
民
館
は

広
場
な
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
老

若
男
女
い
ろ
ん
な
人
が
自
由
に
出
入

り
し
て
、
話
合
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
、

学
ん
だ
り
す
る
場
、
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
そ
ん
な
公
民
館
に
ど
こ
ま

で
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
採

点
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
判
断
に
ゆ
だ

ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
桜
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
５
年
。
当

初
は
同
級
生
の
顔
く
ら
い
し
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
公
民
館
に
い

た
お
か
げ
で
多
く
の
町
民
の
方
々
に

め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
公
民
館
事
業
を
通
じ
て
若
桜
の
豊
か

な
自
然
や
歴
史
・
文
化
の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
資
源
を
活
か
す
の
は
、
人
の

知
恵
で
す
。
多
様
な
感
性
、
価
値
観
の

人
々
が
集
ま
っ
て
自
由
な
発
想
で
も
の

ご
と
を
考
え
る
時
、
よ
い
知
恵
が
生
ま
れ

ま
す
。
若
桜
に
そ
う
い
う
場
が
た
く
さ
ん

生
ま
れ
、
活
発
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

多
く
の
関
係
者
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
公
民
館
事
業
を
無
事
に
遂
行
で

き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
４
年
間
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
。
利
用
料
は
無
料
。
展
示
内
容
を
同

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

作
品
展
示
を
希
望
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、同
事
務
所
県
民

局
企
画
県
民
課
（
緯

倆
３
９
５
４
）
ま

72

た
は
若
桜
町
公
民
館（
緯

倆
１
５
８
４
）

82

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
取
県
八
頭
総
合
事
務
所
で
は
、

同
事
務
所
別
館
の
「
地
域
ふ
れ
あ
い

ス
ペ
ー
ス
」
を
地
域
の
人
々
の
作
品

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
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てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

小
林
町
長
「
ま
ち
づ
く
り
２
期
目
へ
向
け
て
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

第第第
１
回
寿
大

１
回
寿
大
学学

今
年
度
も
若
桜
氷
ノ
山
寿
大

学
が
始
ま
り
ま
し
た
。
４
月

日
15

の
第
１
回
目
は
、
２
期
目
を
迎
え

た
小
林
昌
司
町
長
に
よ
る
講
演

で
す
。
題
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
２

期
目
へ
向
け
て
」。

小
林
町
長
の
お
話
は
、
次
の
６

項
目
を
柱
に
し
た
も
の
で
し
た
。

①
み
ん
な
と
一
緒
に
創
る
町

②
教
育
環
境
や
子
育
て
が
充
実

し
た
町

③
み
ん
な
が
健
康
で
、
お
互
い
が

支
え
合
う
町

④
安
心
、
安
全
で
快
適
に
生
活
で

き
る
町

⑤
地
域
の
資
源
で
あ
る
、
森
林
や

農
地
を
活
用
し
た
活
性
化
を

図
る
町

⑥
歴
史
や
文
化
、
素
晴
ら
し
い
自

然
を
大
切
に
す
る
町

具
体
的
に
は
町
営
バ
ス
の
運

行
開
始
、
鳥
取
市
と
の
定
住
自
立

圏
構
想
の
締
結
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の

敷
設
、
小
中
一
貫
校
へ
の
移
行
な

ど
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で

し
た
。

鏡
に
は
め
っ
き
り
老
け
た
俺
が
い

る

竹
口

清
信

寅
さ
ん
が
降
り
て
き
そ
う
な
若
桜

駅

藤
原

鬼
桜

酒
の
量
め
っ
き
り
老
い
を
感
じ
出

す

岡
崎

彰
夫

俳

句

（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

春
光
の
的
と
な
り
ゐ
る
風
車
か
な

西
尾

青
雨

強
風
に
戦
い
て
い
る
梅
の
花

山
根

里
江

春
め
く
や
茶
柱
立
ち
し
大
師
構

坂
口

仲
子

下
萌
を
ゆ
く
猫
の
尻
尾
ピ
ン
と
立

て

谷
口

裕
子

ま
た
も
来
て
吾
を
呼
ぶ
と
ん
び
峡

の
春

中
村

節
枝

俳

句

（
鶴
尾
句
会
）

啓
蟄
や
農
機
に
油
た
っ
ぷ
り
と

山
本

小
品

紅
梅
や
観
音
堂
の
由
来
よ
む

岡
田
よ
し
子

し
ろ
が
ね
の
色
に
生
れ
た
る
蓬
の

芽

田
島

富
子

淡
雪
や
館
の
中
の
歌
三
昧

盛
田

紘
子

ミ
モ
ザ
の
香
な
つ
か
し
き
友
訪
ね

来
し

竹
本

光
子

川

柳

（
さ
く
ら
吟
社
）

人
形
も
一
役
買
っ
て
い
る
駅
舎

植
田
み
の
る

Ｓ
Ｌ
が
四
季
折
々
に
客
ま
ね
く

車
井

信
恵

道
の
駅
な
じ
み
の
顔
が
や
っ
て

く
る

門
村

千
代

送
料
は
無
料
で
春
を
届
け
ま
す

蔵
本

悦
子

春
風
が
心
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す

る

中
田

房
江

桜
咲
く
駅
を
見
下
ろ
す
鬼
ヶ
城

茗
荷

き
み

笑
っ
た
ら
心
の
ま
る
い
友
が
寄

る

盛
田

夢
路

駅
ホ
ー
ム
兵
士
送
っ
た
日
を
思

う

石
岡
せ
つ
子

人
形
が
淋
し
い
駅
を
に
ぎ
や
か

す

西
谷

幸
子

医
者
い
ら
ず
笑
い
薬
を
飲
ん
で

ま
す

谷
口

史
子

ア
ナ
ロ
グ
が
地
デ
ジ
地
デ
ジ
と

け
し
か
け
る

土
岐

昌
子

触
れ
合
い
も
売
っ
て
あ
り
ま
す

道
の
駅

永
原

昌
鼓

暖
冬
で
や
が
て
地
球
は
水
び
た

し

盛
田

康
秋

郷

土

文

芸

中
原
分
館
で
は
、
毎
年
「
中
原

分
館
寿
大
学
」
を
開
講
し
て
い
ま

す
。先

日
、
各
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
さ
ん
に
協
議
を
し
て
い
た

だ
き
、
今
年
度
も
４
回
開
講
す
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

池
田
で
も
少
子
高
齢
化
が

年
々
進
み
、
大
勢
で
一
堂
に
会
す

る
場
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。「
中
原
分
館
寿
大
学
」
は
生

涯
学
習
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
親
睦
の
場
と

考
え
て
い
ま
す
。
隣
近
所
誘
い
合

わ
せ
て
、
中
原
分
館
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
６
月

講
演「
ま
ち
づ
く
り
２

期
目
に
向
け
て
」
小
林
昌
司
町

長
●
８
月

成
年
後
見
人
制
度
と

は
・
・
・

●

月

冬
場
に
向
け
て
の
火

10災
予
防

●

月

高
齢
者
の
健
康
管
理

12 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決

年
４
回
の
開
講
決
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

榎榎
榎

中
原
分
館
寿
大

中
原
分
館
寿
大
学学
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わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時

分
～

時

分

10

30

18

30

12

00

20

00

休
館
日
）

毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

営
業
日
）

新 着 図 書 2010．3．31まで

鞍作 トリ・からだに優しい冷えとり術≪ 文 学 ≫

渡辺 昇一・「戦後」混迷の時代に内田 康夫・教室の亡霊

越智 千恵子・旦那さん弁当重松 清・きみ去りしのち

池上 彰・知らないと恥をかく世界の大問題西村 京太郎・十津川警部あの日、東海道で

大熊 肇・文字の組み方森村 誠一・月光の刺客

島田 裕巳・葬式は、要らない桐野 夏生・ナニカアル

主婦の友社・日本の名湯100選明野 照葉・愛しいひと

湯浅 常山・戦国武将逸話集島本 理生・真綿荘の住人たち

≪ 児 童 書 ≫ダン ブラウン・ロスト・シンボル（上･下）

西森 聡・ぼくは少年鉄道員五十嵐 貴久・リミット

奥山 多恵子・春の妖精たち乃南 アサ・自白

栗林 慧・虫の目で狙う奇跡の一枚宮本 昌孝・天空の陣風（はやて）

飯島 正広・モグラの生活津本 陽・身命を惜しまず

さかなクン・原寸大すいぞく館佐藤 雅美・魔物が棲む町

西元 まり・サーカスの学校北方 謙三・寂滅の剣

≪ 絵 本 ≫朱川 湊人・太陽の村

中川 李枝子・くまさんのおでかけ今野 敏・夕暴雨

内田 麟太朗・ともだちごっこ吉村 昭・真昼の花火

長谷川 摂子・さくら遥 洋子・死にゆく者の礼儀

小風 さち・わにわにのおおけが曽野 綾子・自分の始末

長 新太・チョコレートパン筒井 康隆・アホの壁

大江 和子・がまどんさるどんさくら ももこ・ももこのまんねん日記

≪ 郷 土 ≫≪ そ の 他 ≫

わかさ歴史資料研究会・若桜俳壇の足跡蛇 蔵・日本人の知らない日本語２

鳥取県立公文書館・澤田廉三と美喜の時代安藤 優子・ひるまない

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
ス

８
日
・
日（
土
）
時

分
～

時

分

22

10

40

11

30

イ
ル
カ
コ
ー
ス

８
日
・
日（
土
）
時

分
～

時

分

22

11

40

12

30

シ
ャ
チ
コ
ー
ス

８
日
・
日（
土
）
時

分
～

時

分

22

10

40

11

30

日
・
日（
木
）
時

分
～

時

分

13

27

16

40

17

30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

８
日
・
日（
土
）
時

分
～

時

分

22

11

40

12

30

日
・
日（
木
）
時

分
～

時

分

13

27

17

40

18

30

5
月
の
予
定

入館回数600回到達
八頭町の中嶋智紀さんが３月26日に
入館回数600回に到達されました。感
謝状と記念品（温水プール回数券10回
券）をお贈りしました。
「体力作りのため通ってい
ます。600回、びっくりし
ました。これからも、健康
増進につとめたいです。」

楽しかったタライリレー
わかさ温水プールでは、初めての祭事「タライレース」を３月28日に行いました。
タライに乗り一人25ｍ×４人でタイムレースで順位を争いました。
参加は４チームと少なかったのですが、鳥取市や八頭町から参加頂きました。
30分の練習では中々上手く乗れなかった子どもたちも、競技に入ると上手くタライを乗りこ

なしていました。各チームの応援も盛り上がりその熱気に、選手たちも本気で競い合い白熱し
たリレーとなりました。参加者からは、「本当に楽しかったです、次回もぜひ参加したいです」
と、うれしい言葉をいただきました。次回も皆さまに楽しんで頂ける催しにしたいと思います
ので、多くの方の参加をお待ち致しております。

中嶋さん



国民健康保険の該当者には６月初旬に受診券を発送しますので、
年に１回は健診を受け、生活習慣を見直しましょう。

★都合の悪い方は、他の日を選んで受けてください。
★６月から１月末までは町内医療機関でも受けることができます。
★受診の際は必ず特定健診受診券と保険証をご持参ください。
★国保以外の保険の被扶養者の方も集団検診が受診できますので、各事業所
から発送されている特定健診受診券と健康保険証をご持参ください。

問い合わせ 若桜町保健センター 緯（82）2214

平成22年度特定健診集団検診日程表

該当部落受付時間健診会場月 日

新町・上町・大炊・神直・岸野・糸白見・根安９時～10時保健センター６月14日（月）

茗荷谷・ 米・須澄 岩屋堂・吉川・栃原・中原・加地

大野・寺前・小船・落折
９時～10時保健センター６月15日（火）

山田町・浅井・若葉団地・口屋堂羅・屋堂羅・寺所

あかまつ団地・馬場・内町・赤松・来見野・諸鹿
９時～10時保健センター６月16日（水）

西町・農人町・三倉・上高野・高野９時～10時ドリーミー６月18日（金）

中町・下町・香田・長砂・湯原・渕見９時～10時保健センター６月21日（月）

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健特定健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診をををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょを受けましょううううううううううううううううううううう

4
月
9
日
に
農
業
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た

報
告
事
項

・
農
地
法
第
３
条
の
３
第
１
項
の
届
出

２
件

審
議
事
項

・
非
農
地
証
明
申
請

２
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定

６
件
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所
有
権
は
売
り
主
に
あ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

２
、
ま
た
、
土
地
の
売
買
を
し
た
と
き

は
、
通
常
、
所
有
権
の
移
転
登
記
を

し
ま
す
が
、
農
地
の
所
有
権
移
転
登

記
の
申
請
に
は
、
農
地
法
の
許
可
な

ど
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
情
報
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
許
可

な
ど
が
な
い
と
登
記
も
で
き
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

３
、
さ
ら
に
、
農
地
法
の
許
可
な
ど
を

受
け
ず
に
農
地
の
売
買
な
ど
を
し
た

場
合
に
は
、
農
地
法
違
反
と
し
て
、

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
と
い
う
罰
則
が
課
せ
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

農
地
制
度
に
つ
い
て
の

Ｑ
＆

℀
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緯緯
問い合わせ

農業委員会事務局
（82）2239

Ｑ

農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に

農
地
を
売
買
し
た
場
合
、
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ１
、
農
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
耕
作

目
的
の
売
買
で
あ
る
場
合
に
は
農
地

法
第
３
条
に
よ
る
許
可
を
、
農
地
以

外
に
転
用
し
よ
う
と
す
る
目
的
の
売

買
で
あ
る
場
合
に
は
同
法
第
５
条
に

よ
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。こ

の
許
可
な
ど
を
受
け
な
い
で
売

買
契
約
を
し
、
代
金
を
支
払
い
、
農

地
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
し
て
も
、

法
律
上
は
そ
の
所
有
権
の
移
転
は
効

力
を
生
じ
な
い
の
で
、
依
然
と
し
て

今月の言葉 きずつけない 人の気持ちを 考えて
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他
人
に
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
願
い
は
そ
う

簡
単
に
は
変
え
ら
れ
な
い
。
自
分
に
対
す
る

他
人
の
評
価
を
重
視
し
す
ぎ
る
と
、
他
人
に

感
情
的
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
人
に

高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
気
分
が
良
く
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
、
他
人
に
無
視
さ
れ

た
と
き
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。

ま
た
、
他
人
に
褒
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
と
、
他
人
に
責
め
ら
れ
た
と
き

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
し
ま
う
。
他
人
か
ら
の

評
価
が
収
入
や
成
績
を
大
き
く
左
右
す
る
と

言
う
の
な
ら
と
も
か
く
、
単
に
自
分
が
気
分

良
く
な
り
た
い
と
い
う
だ
け
な
ら
、
他
人
か

ら
評
価
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

自
分
を
高
く
評
価
す
る
の
は
、
自
分
だ
け

で
充
分
だ
。
そ
の
こ
と
が
理
解
で
き
れ
ば
、

他
人
に
評
価
さ
れ
よ
う
と
し
て
気
を
遣
う
必

要
も
無
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「まず、
自分をほめる」

「「交流」「理解」人権学「交流」「理解」人権学習習
～本年度の隣保館事業の紹介～本年度の隣保館事業の紹介～～

昨年の研修会の長島愛生昨年の研修会の長島愛生園園
（納骨堂見学（納骨堂見学））

昨年研修会の長島愛生園に昨年研修会の長島愛生園にてて

本年度も隣保館では、基本的な知識の習得と
他人との共生・共感の大切さを実感すること、
そして互いの人権を尊重し合う社会づくりに
向けた啓発活動を推進していきます。
主な事業は、次のとおりです。

◆同和問題学習シリーズ
・ビデオなどによる人権啓発学習会 ・部落史学習
・現地学習『水平社博物館（奈良県）を予定』

◆健康づくり・人づくりの会
・健康な体づくりに併せて、ふれあいや交流を通し人権感覚を磨く場として
開催（毎月一回）

◆食生活改善事業
・食生活改善推進員・栄養士と共同で料理教室を開催（年４回）

◆地域交流事業
・老人クラブ交流会（町老人クラブ連合会とグラウンドゴルフ大会などを開催）

◆小・中学校交流事業
・デイキャンプ（氷ノ山キャンプ場） ・海と山の交流会（岩美町などと合同でキャンプ・スキー遠足）
・中学校３年生との交流会
◆その他に書道教室、パソコン教室、部落解放ふれあいまつり、人権問題講演会などの研修会や講座も行
いますので、自分を見つめる場として人権学習に取り組んでみましょう。

書道教室受講生募集
今年度も、書の上達と周辺地域住民のふれあい交流の場・趣味・生き甲斐づくりなどを目的として書道
教室を開催します。
講師に田島義則さん（農人町）をお招きし、ご指導いただきますので興味・関心のある方、小中学生な
ど多数の皆さまの参加をお待ちしています。
●実施時期
　５月から毎月１回程度（10月はふれあいまつりに出品するため４～５回）
●実施場所・時間　高野隣保館２階研修室　　ＰＭ７：30～９：00
●費　用　一回につき　一般200円  　小中学生100円
●詳細についての問い合わせ　高野隣保館　緯（82）1602
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